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１章 文字式を使って説明しよう [多項式]  

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

多
項
式
の
計
算 

先にゴール

するのはど

のコース？ 

（教科書

p.9～11） 

１ 

具体的な問題を，文字式とそ

の計算を利用して解決するこ

とを通して，文字のよさを理

解する。 

・どのコースが先にゴールするかを，コースの長さ

を比べて予想し，実際の映像で確認する。 

・点Ｐの位置を変えるとどうなるかを，文字式とそ

の計算を使って考える。 

 ○具体的な問題を，文字式とその

計算を利用して解決すること

ができる。 

【人間関係形成・社会形成能力】 

○文字を使った式の必要性と意味

を考えようとしている。 

１ 多項式

と単項式

の乗除 

（教科書

p.12～13） 

２ 

単項式と多項式の乗法や多項

式を単項式でわる除法の計算

ができる。 

・単項式と多項式の乗法の計算をする。 

・多項式を単項式でわる除法の計算をする。 

○単項式と多項式の乗法の

計算方法を理解し,計算

することができる。 

○多項式を単項式でわる除

法の計算方法を理解し，

計算することができる。 

  

２ 多項式

の乗法 

（教科書

p.14～15） 

３ 

式を展開することの意味を理

解し，多項式どうしの積を展

開できる。 

・多項式と多項式の乗法を，面積図を用いたり，1

つの多項式を文字に置きかえたりして考える。 

・式を展開することの意味を知る。 

・多項式どうしの積を展開する。 

［用語・記号］展開する 

○式を展開することの意味

を理解し，多項式どうし

の積を展開できる。 

○多項式と多項式の乗法を，面積

図を用いたり，1 つの多項式を文

字におきかえたりして考え，説明

することができる。 

○式を展開することの必要性と意

味を考えようとしている。 

３ 乗法公

式 

（教科書

p.16～21） 

４ 

乗法公式１～４を見いだし，

それを利用して式を展開でき

る。 

・(x＋a)(x＋b)、(x＋a)２、(x－a)２、(x＋a)(x－a)

を展開したり，面積図を用いたりして，乗法公式

をつくる。 

・乗法公式を利用して，式を展開する。 

 

 

○乗法公式 1～４を理解し，

公式 1 を利用して式を展

開できる。 

○(x＋a)(x＋b)を展開したり，面

積図を用いたりして，乗法公式

1 を導くことができる。 

○乗法公式 1 をもとにして，乗法

公式 2，3，4 を導くことができ

る。 

○式を展開する方法を考えようと

している。 

５ 

乗法公式を利用して，いろい

ろな式をくふうして展開でき

る。 

・式の一部を１つの文字におきかえて，式を展開す

る。 

・式の展開と加法，減法を組み合わせた式の計算を

する。 

○乗法公式を利用して，い

ろいろな式をくふうして

展開できる。 

○乗法公式を利用するために，式

の一部を 1 つの文字におきか

える方法を考え，説明すること

ができる。 

○式の展開について学んだことを

学習に生かそうとしている。 

【学びの足

跡】 

小テスト 

６ 

 自分が身につけている計算力を振り返ろう。   【自己理解・自己管理能力】 
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２ 

因
数
分
解 

１ 因数分

解 

（教科書

p.23～25） 

７ 

式の展開とは逆に，多項式を

いくつかの式の積で表すこと

ができることを理解する。式

を因数分解することの意味を

理解し，共通な因数をくくり

出して，式を因数分解できる。 

・正方形や長方形を組み合わせて，あたえられた面

積の長方形をつくり，縦と横の長さがどんな式

で表されるかを調べる。 

・式の因数，式を因数分解することの意味を知る。 

・共通な因数をくくり出して，式を因数分解する。 

［用語・記号］(数の)因数，素因数，(多項式の)因

数，因数分解する 

○多項式をいくつかの式の

積で表すことができるこ

とを理解している。 

○式の因数，式を因数分解

することの意味を理解し,

共通な因数をくくり出し

て，式を因数分解できる。 

 ○式を因数分解することの必要性

や意味を考えようとしている。 

【課題対応能力】 

２ 公式を

利用する

因数分解 

（ 教 科 書

p.26～28） 

 

８ 

乗法公式 1～４を逆にみて，公

式 1’～4‘を導き，それを利

用して，式を因数分解できる。 

・公式 1’～4‘を利用して，式を因数分解する。 ○因数分解の公式１‘2’，

3’，4’を理解し,公式

１’2’，3’， 4’を利用

して，式を因数分解でき

る。 

 

 ○式を因数分解する方法を考えよ

うとしている。 

 

【自己理解・自己管理能力】 

【学びの足

跡】 

小テスト 

９ 

 ・順番を判断して、手早く式を因数分解できる。 ○手際よく因数分解する

ことができる。 

 

 

２ 公式を

利用する

因数分解 

（ 教 科 書

p.29～30） 

 

10 

因数分解の公式を利用して，

いろいろな式をくふうして因

数分解できる。 

・共通因数をくくり出してから，式を因数分解す

る。 

・式の一部を１つの文字におきかえて，式を因数分

解する。 

○因数分解の公式を利用し

て，いろいろな式をくふ

うして因数分解できる。 

○因数分解の公式を利用するた

めに，式の一部を１つの文字にお

きかえる方法を考え，説明するこ

とができる。 

○式の因数分解について学んだこ

とを学習に生かそうとしている。 

 

３ 

式
の
計
算
の
利
用 

１ 式の計

算の利用 

（ 教 科 書

p.33～35） 

11 

乗法公式や因数分解の公式を

利用して，数の計算の結果や

式の値をくふうして求めるこ

とができる。 

・展開や因数分解を利用して，数の計算の結果や式

の値をくふうして求める。 

 ○乗法公式や因数分解の公式を

利用して，数の計算の結果や式の

値をくふうして求める方法を考

え，説明することができる。 

○式の展開や因数分解について学

んだことを学習に生かそうとし

ている。 

○式の展開や因数分解を活用した

問題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。【キャリアプラ

ンニング能力】 

12 

数の性質が成り立つことを，

文字を使って証明することが

できる。 

・2つの続いた奇数の積に１を加えた数の性質を予

想し，文字を使って証明することができる。 

・証明した数の性質の条件を変えることで，それら

の性質を統合的に考えることができる。 

○文字を使って数量を表し

たり，目的に応じて式を

変形したりすることがで

きる。 

○数の性質が成り立つことを，文

字を使って証明することがで

きる。 

○文字を使った証明を読んで，新

たな性質を見いだすことができ

る。 
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13 

図形の性質が成り立つこと

を，文字式とその計算を利用

して証明することができる。 

 

・幅一定の図形の面積は，(幅)×(中央を通る線の

長さ)で求められることを，式の計算を利用して

証明する。 

 

○文字を使って数量を表し

たり，目的に応じて式を

変形したりすることがで

きる。 

○図形の性質が成り立つことを，

文字式とその計算を利用して証

明することができる。 

【 深 い 学

び】 

速算のしく

みを探ろ

う 

（教科書

p.31～

32） 

14 

速算の方法を予想し，その予

想が正しいことを文字式とそ

の計算を利用して証明する。 

・一の位が 5 の 2 けたの整数の 2 乗について，速

算の方法を予想し，それがいつでも成り立つこ

とを証明する。 

○文字を使って数量を表し

たり，目的に応じて式を変

形したりすることができ

る。 

○速算の方法が正しいことを，文

字を使って証明することができ

る。 

【学びの足跡】 

小テスト 
15 

    【自己理解・自己管理能力】 
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2章 数の世界をさらにひろげよう [平方根]  

 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

平
方
根 

いろいろな面積

の正方形をかい

てみよう 

（教科書 p.41

～43） 

16 

方眼を使ってかいた正

方形には，1 辺の長さが

整数で表せない場合が

あることを理解する。 

・1 辺の長さが 1cm の方眼を使って，いろいろ

な面積の正方形をかく。 

・正方形の 1 辺の長さをはかったり，計算した

りして調べる。  

 
○方眼を使ってかいた正方形

の面積の求め方を考え，説明す

ることができる。【人間関係形

成・社会形成能力】 

○数の平方根の必要性と意味を考え

ようとしている。【課題対応能力】 

１ 平方根 

（教科書 p.44

～49） 

17 

2 乗して 2 になる数は，

かぎりなく続く小数で

あり，根号を使って表

すことを理解する。 

・2 乗して 2 になる数の近似値を求める。 

［用語・記号］√，根号，近似値 

・平方根の意味を知る。 

 

○2 乗して 2 になる数は，かぎ

りなく続く小数であり，根号を

使って表すことを理解してい

る。 

○平方根の意味を理解し，ある

数の平方根を求めることが

できる。 

○√𝑎2，(√𝑎)
2
を，根号を使わず

に表すことができる。 

 

18 

平方根の意味を理解

し，ある数の平方根を

求めることができる。 

・ある数の平方根を求める。 

・√𝑎2，(√𝑎)
2
を，根号を使わずに表す。 

［用語・記号］平方根 

19 

平方根の大小関係を理

解し，平方根の大小を

不等号を使って表すこ

とができる。 

・正方形の 1 辺の長さを比べて，平方根の大小

を調べる。 

・平方根の大小を，不等号を使って表す。 

○平方根の大小関係を理解し，

平方根の大小を不等号を使っ

て表すことができる。 

○2 つの正方形の面積と 1 辺の

長さの関係をもとに，平方根の

大小を考え，説明することがで

きる。 

20 

有理数，無理数の意味

を理解し，これまで学

んだ数を有理数と無理

数に分類できる。 

・これまで学んだ数を振り返って，有理数と無

理数に分類する。 

・有理数と無理数を合わせると，数直線上の点

に対応する数をすべて表すことができるこ

とを知る。 

・有理数を小数で表したときの特徴を調べる。 

［用語・記号］有理数，無理数 

○有理数，無理数の意味を理解

し， 

これまで学んだ数を有理数

と無理数に分類できる。 

○有理数を小数で表すと，有限

小数か循環小数になることを

理解している。 

 

【学びの足跡】 

小テスト 
21 

自分が身につけている 

計算力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 

２ 

根
号
を
ふ
く
む
式
の
計
算 

新しい数の世界

の計算を考えよ

う 

（教科書 p.51

～Ｐ52） 

22 

根号をふくむ式の乗法

や除法の計算方法を理

解する。 

・√𝑎 × √𝑏を√𝑎 × 𝑏と計算してよいかどうかを，

具体的な数や近似値を用いて考える。 

・√𝑎 × √𝑏 = √𝑎 × 𝑏となることを，論理的に説

明する。 

○根号をふくむ式の乗法や除

法の計算方法を理解してい

る。 

○√𝑎 × √𝑏を√𝑎 × 𝑏と計算して

よい理由を，具体的な数や近似

値を用いて考え，説明すること

ができる。 

○根号をふくむ式の乗法や除法の計

算方法を考えようとしている。 

１ 根号をふく

む式の乗除 

（教科書 p.53

～56） 

23 

根号のついた数を変形

することができる。 

・𝑎√𝑏を√𝑎2𝑏の形に表したり，√𝑎2𝑏を𝑎√𝑏の形

に表したりする。 

○根号のついた数を変形する

ことができる。 
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24 

根号のついた数を変形

して，近似値を求める

ことができる。 

・根号のついた数を変形して，近似値を求める。 ○根号のついた数を変形して，

近似値を求めることができ

る。 

 

 

25 

分母を有理化すること

の意味を理解し，ある

数の分母を有理化する

ことができる。 

・分母を有理化することの意味を知る。 

・ある数の分母を有理化する。 

［用語・記号］分母を有理化する 

○分母を有理化することの意

味を理解し，ある数の分母を

有理化することができる。 

 

26 

根号をふくむ式の乗法

や除法の計算ができ

る。 

・根号をふくむ式の乗法や除法を，くふうして

計算する。 

○根号をふくむ式の乗法や除

法の計算ができる。 

 

【学びの足跡】 

小テスト 
27 

自分が身につけている 

計算力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 

２ 根号をふく

む式の加減 

（教科書 p.57

～59） 

28 

√𝑎 + √𝑏を√𝑎 + 𝑏と計

算できない理由を，近

似値や面積図を用いて

考え，説明することが

できる。 

根号をふくむ式の加法

や減法の計算ができ

る。 

・√𝑎 + √𝑏を√𝑎 + 𝑏と計算してよいかどうかを，

近似値や面積図を用いて考え，説明する。 

・面積が 2cm2の正方形を 4 つ並べてできる正方

形の 1 辺の長さを，いろいろな考え方で表す。 

・根号をふくむ式の加法や減法の計算をする。 

○√2 + √3は，これ以上簡単に

することができない数であ

ることを理解している。 

○根号をふくむ式の加法や減

法の計算ができる。 

○√𝑎 + √𝑏を√𝑎 + 𝑏と計算でき

ない理由を，近似値や面積図を

用いて考え，説明することがで

きる。 

○根号をふくむ式の加法や減法の計

算方法を考えようとしている。 

３ 根号をふく

む式のいろい

ろな計算 

（教科書 p.60

～61） 

29 

分配法則や乗法公式を

利用して，根号をふく

む式を計算できる。ま

た，根号をふくむ式の

計算を使って，式の値

を求めることができ

る。 

・分配法則や乗法公式を使って，根号をふくむ

式を計算する。 

・根号をふくむ式の計算を使って，式の値を求

める。 

○分配法則や乗法公式を利用

して，根号をふくむ式を計算

できる。 

○根号をふくむ式の計算を使

って，式の値を求めることがで

きる。 

 ○既習の計算法則などを，根号をふ

くむ式の計算に生かそうとしてい

る。 

３ 

平
方
根
の

利
用 

【深い学び】 

コピー用紙はど

んな長方形？ 

（教科書 p.63

～65） 

30 

数の平方根を具体的な

場面で活用することが

できる。 

・B5 判のコピー用紙の，短い辺と長い辺の長さ

の比を，紙を折ったり，図をかいたりして考

える。 

○具体的な場面で数の平方根

を用いて表したり，処理したり

することができる。 

○数の平方根を具体的な場面

で活用することができる。 

○数の平方根について学んだことを

生活に生かそうとしている。 

○数の平方根を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとして

いる。【キャリアプランニング能力】 

【学びの足跡】 

小テスト 
31 
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3章 方程式を利用して問題を解決しよう [２次方程式]  

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

２
次
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

ロープで囲んだ長方形

の面積は？ 

（教科書 p.69～73） 

32 

具体的な問題を解決すること

を通して，2 次方程式の必要性

を理解する。 

2 次方程式とその解の意味を理

解する。 

・周の長さが 24m の長方

形を図にかいて，縦，

横の長さと面積につい

て調べる。 

・面積が 34m2のとき，縦

と横の長さを求めるた

めの方程式をつくる。 

・2 次方程式の意味を知

る。 

・2 次方程式の解と 2 次

方程式を解くことの意

味を知る。 

［用語・記号］2 次方程

式，（2 次方程式の）解，

（2 次方程式を）解く 

○具体的な問題の中から数量の間の

関係を見いだし，2 次方程式をつくる

ことができる。 

○2次方程式とその解の意味を理解し

ている。【人間関係形成・社会形成能

力】 

 ○2 次方程式の必要性と意味を

考えようとしている。 

 

 

２ 平方根の考えを使

った解き方 

（教科書 p.74～77） 

33 

平方根の考えを使って，ax2＋c

＝0，(x＋▲) 2＝●の形をした 2

次方程式を解くことができる。 

・平方根の考えをもとに

して，2 次方程式の解

き方を考える。 

・平方根の考えを使っ

て，ax2＋c＝0， 

(x＋▲) 2＝●の形をした

2次方程式を解く。 

○平方根の考えを使って，ax2＋c＝0，

(x＋▲) 2＝●の形をした 2 次方程式

を解くことができる。 

〇平方根の考えをもとにして，2 次方

程式の解き方を考え，説明することが

できる。 

○平方根の考えをもとにして，2

次方程式の解き方を考えようと

している。 

34 

x2＋px＋q＝0 の形をした 2次方

程式を，(x＋▲) 2＝●の形に変形

して解くことができる。 

・x2＋px＋q＝0 の形をし

た 2 次方程式を， 

 (x＋▲) 2＝●の形に変

形して解く方法を考え

る、解くことができる。 

○x2＋px＋q＝0の形をした 2次方程式

を，(x＋▲) 2＝●の形に変形して解く

方法を理解し，解くことができる。 

○x2＋px＋q＝0の形をした 2次方程式

を，(x＋▲) 2＝●の形に変形して解く

方法を考え，説明することができる。 

３ ２次方程式の解の

公式 

（教科書 p.78～80） 

35 

2 次方程式の解の公式の意味を

理解することができる。 

・2 次方程式 3x2＋5x＋1

＝0 の解き方にならっ

て，2 次方程式 ax2＋bx

＋c＝0 を解くことで，

解の公式が導けること

を知る。 

［用語・記号］解の公式 

○2次方程式の解の公式の意味を理解

することができる。  

 

36 
解の公式を使って 2次方程式を

解くことができる。 

・解の公式を使って 2 次

方程式を解く。 

○解の公式を使って 2 次方程式を解

くことができる。 
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【学びの足跡】 

小テスト 
37 

自分が身につけている計算力

を振り返ろう。 

    

４ 因数分解を使った

解き方 

（教科書 p.81～82） 

38 

因数分解を使って 2次方程式を

解くことができる。 

・因数分解の考えをもと

にして，2 次方程式の

解き方を考える。 

・因数分解を使って 2 次

方程式を解く。 

・x2＝4x の解き方の誤り

を指摘し，正しい解を

求める。 

○因数分解を使って 2 次方程式を解

くことができる。 

○因数分解の考えをもとにして，2 次

方程式の解き方を考え，説明するこ

とができる。 

○因数分解の考えをもとにして，

2 次方程式の解き方を考えよ

うとしている。 

 

５ いろいろな２次方

程式 

（教科書 p.83～84） 

39 

いろいろな 2 次方程式を，適当

な方法で解くことができる。 

・2 次方程式の解き方を

振り返って，どの方法

で解いても解は同じに

なることを確認する。 

・いろいろな 2 次方程式

を，適当な方法で解く。 

○いろいろな 2 次方程式を，適当な方

法で解くことができる。 

○2次方程式の式の形や係数に着目し

て，それぞれに適した解き方を考え，

説明することができる。 

○2 次方程式の解き方を振り返

って，よりよい方法で解こうと

している。 

２ 

２
次
方
程
式
の
利
用 

畑に通路をつくろう 

（教科書 p.85～86） 
40 

数に関する問題を，2 次方程式

を利用して解決することができ

る。 

・数に関する問題を，2 次

方程式を利用して解決

する。 

○2次方程式を利用して問題を解決す

るときの手順を理解している。 

○具体的な問題の中から数量の間の

関係を見いだし，2 次方程式をつくる

ことができる。 

○具体的な問題の解決に 2 次方程式

を活用し，解が適切であるかどうかを

判断することができる。 

○2 次方程式について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

○2 次方程式を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。【キャリアプラン

ニング能力】 

１ ２次方程式の利用 

（教科書 p.87～89） 

41 

長方形の紙から作った直方体の

容器の容積に関する問題を，2

次方程式を利用して解決するこ

とができる。 

・長方形の紙から作った

直方体の容器の容積に

関する問題を，2 次方

程式を利用して解決す

る。 

 

42 

図形の動点に関する問題を，2

次方程式を利用して解決するこ

とができる。 

 

・図形の動点に関する問

題を，2 次方程式を利

用して解決する。 

 

【深い学び】 

畑に通路をつくろう 

（教科書 p.85～86） 

43 

具体的な問題を，2 次方程式を

利用して解決するときの考え方

や手順を理解する。 

・花だんの通路の幅を，

2 次方程式を利用して

求めることについて考

える。 

・2 次方程式を使って文

章題を解く手順を確認

する。 
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【学びの足跡】 

小テスト 
44 

自分が身につけている計算力を

振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 
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4章 関数の世界をひろげよう [関数 y＝ax2]（  時間） 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

関
数y

＝a
x

2 

ジェットコースターの

進むようすは？  

（教科書 p.93～96） 

45 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の変化や対応の様子を

調べ，変化の割合が一定で

はない関数があることを理

解する。 

・ジェットコースターでは，進んだ距離が

時間にともなってどのように変化する

かを調べる。 

・ジェットコースターが斜面を下りる場合

を，球が斜面を転がる場面におきかえ

て，時間と距離の関係を調べる。 

・関数 y＝ax2の意味を知る。 

［用語・記号］y は x の 2 乗に比例する，

比例定数(関数 y＝ax2) 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の変化や対応の様子を調べ，変

化の割合が一定ではない関数が

あることを理解する。 

 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の変化や対応の様子を，表やグ

ラフを用いて調べ，その特徴を

説明することができる。【人間関

係形成・社会形成能力】 

○関数 y＝ax2の必要性と意味を考

えようとしている。【課題対応能

力】 

46 

関数 y＝ax2 の式と表の関係

や意味を理解する。 

 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2の式や表について調べ、式と

表の関係について知る。 

○関数 y＝ax2 の関係を式に表すこ

とができる。 

２ 

関
数y

＝a
x

2

の
性
質
と
調
べ
方 

 

関数 y＝ax2の性質を調

べてみよう 

（教科書 p.99） 

47 

関数 y＝x2のグラフの特徴を

理解する。 

関数 y＝x2 と y＝2x2 のグラ

フ，関数 y＝2x2 と y＝－2x2

のグラフの関係を理解す

る。 

・比例や 1 次関数の性質を調べたときの経

験を振り返って，関数 y＝ax2の性質の調

べ方に見通しをもつ。 

・関数 y＝x2 のグラフがどのような形にな

るかを調べる。 

・関数 y＝x2のグラフの特徴を調べる。 

・関数 y＝x2のグラフをもとにして，y＝2x2

のグラフをかき，その特徴を調べる。 

・関数 y＝2x2のグラフをもとにして， 

 y＝－2x2のグラフをかき，その特徴を調

べる。 

○関数 y＝x2のグラフは，その式を

みたす点の集合で，なめらかな

曲線であることを理解してい

る。 

○関数 y＝x2 のグラフの特徴を理

解している。 

○関数 y＝x2と y＝2x2のグラフ，関

数 y＝2x2と y＝－2x2のグラフの

関係を理解している。 

○関数 y＝ax2 のグラフをかくこと

ができる。 

○関数 y＝x2と y＝2x2のグラフ，関

数 y＝2x2と y＝－2x2のグラフを

関連付けて，その特徴を説明す

ることができる。 

○関数 y＝ax2のグラフの特徴を捉

えようとしている。【自己理解・

自己管理能力】 

 

48 

関数 y＝ax2 のグラフの特徴

を理解する。 

・関数 y＝ax2のグラフについて，a の値を

いろいろにとって，その特徴を調べる。 

・関数 y＝ax2のグラフの特徴をまとめる。 

［用語・記号］放物線 

○関数 y＝ax2 のグラフの特徴を理

解している。 

○関数 y＝ax2 のグラフについて，

a の値と関連付けて，その特徴を

説明することができる。 
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２ 関数 y＝ax2の値の

変化 

（教科書 p.107～112） 

49 

関数 y＝ax2 の値の変化の特

徴を理解し、変化の割合を

求めることができる。 

・関数 y＝ax2の値の増減について調べる。 

・1 次関数と関数 y＝ax2の変化の割合を比

べ，その特徴を調べる。 

・関数 y＝ax2の変化の割合を求める。 

 

○関数 y＝ax2 の値の増減とグラフ

の特徴を理解している。 

○関数 y＝ax2 の変化の割合は一定

ではないことを理解している。 

○関数 y＝ax2 の変化の割合を求め

ることができる。 

○関数 y＝ax2 の変化の割合は，グ

ラフ上の 2 点を通る直線の傾き

を表していることを理解してい

る。 

○関数 y＝ax2の変化の割合を，1次

関数の変化の割合と対比させて

考え，説明することができる。 

○関数 y＝ax2 の値の変化の特徴を

捉えようとしている。 

50 

関数 y＝ax2で，x の変域に対

応する y の変域を求めるこ

とができる。 

・関数 y＝ax2で，x の変域に対応する y の

変域を求める。 

・関数 y＝ax2 と関数 y＝ax＋b の特徴を，

振り返ってまとめる。 

○関数 y＝ax2 で，x の変域に対応

する y の変域を求めることがで

きる。 

○関数 y＝ax2と関数 y＝ax＋bの特

徴を，対比させて理解している。 

 

51 

具体的な事象において，関

数 y＝ax2 の変化の割合の意

味を考え，説明することが

できる。 

・ジェットコースターの例で，変化の割合

がどんなことを表しているかを考える。 

・平均の速さを求めることができる。 

 

○平均の速さを求めることができ

る。 

○具体的な事象において，関数 y＝

ax2の変化の割合の意味を考え，

説明することができる。 

【学びの足跡】 

小テスト 
52 

自分が身につけている計算

力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 

３ 

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
利
用 

１ 関数 y＝ax2の利用 

（教科書 p.117～119） 

 

 

53 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を，関数 y＝

ax2で捉え，問題を解決するこ

とができる。 

・自動車の走行時の速さを，速さとブレー

キ痕の長さの関係をもとにして予想す

る。 

 

○身のまわりには，2 つの数量の間

の関係を関数 y＝ax2 とみなし

て，問題を解決できる場面があ

ることを理解している。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を，関数 y＝ax2 とみ

なして，問題を解決することが

できる。 

○関数 y＝ax2について学んだこと

を生活に生かそうとしている。 

○関数 y＝ax2を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しよう

としている。【キャリアプランニ

ング能力】 
54 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を，関数 y＝

ax2で捉え，問題を解決するこ

とができる。（理科関連） 

・重力と振り子の関係について調べ、関数

𝑦 = 𝑎𝑥2やそのグラフを利用して問題を

解決する 

55 

放物線と直線の 2 つの交点

の座標や 2 つの交点を通る

直線の式を求めることがで

きる。（高校入試問題関連） 

・身のまわりの問題を，関数 y＝ax2やその

グラフを利用して解決する。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を，関数 y＝ax2 で捉

え，問題を解決することができる。 
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２ いろいろな関数 

（教科書 p.120～121） 

 

 

 

56 

いろいろな事象の中から関

数関係を見いだし，その変

化や対応の特徴を捉え，説

明することができる。 

 

・放物線と直線 2 つの交点の座標や 2 つの

交点を通る直線の式を求める。 

○放物線と直線の 2 つの交点の座

標や 2 つの交点を通る直線の式

を求めることができる。 

○放物線と直線の 2 つの交点の座

標や 2 つの交点を通る直線の式

の求め方を考え，説明すること

ができる。 

【深い学び】 

走行時の速さを推測し

よう 

（教科書 p.115～116） 

 

 

57 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を，関数 y＝

ax2とみなして，問題を解決

することができる。 

・いろいろな事象の中から関数関係を見つ

け，その変化や対応の様子を調べる。 

○いろいろな事象の中に関数関係

があることを理解している。 

○いろいろな事象の中から関数関

係を見いだし，その変化や対応

の特徴を捉え，説明することが

できる。 

【学びの足跡】 

小テスト 
58 

自分の身につけている計算

力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 
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5章 形に着目して図形の性質を調べよう [相似な図形]  

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

相
似
な
図
形 

どのように拡大されて

いるかな？ 

（教科書 p.127～131） 

59 

身のまわりにあるものを図

形とみなして，その図形のあ

る点を中心に拡大する方法

や拡大してできる図形の特

徴を理解する。 

平面図形の相似の意味と相

似な図形の性質を理解する。

また，相似比の意味を理解

し，相似比を求めることがで

きる。 

 

 

・タブレット上での 2 本の指の操作によ

って，図形がどのように拡大されてい

るかを調べる。 

・平面図形の相似の意味と表し方を知

る。 

・ある図形の拡大図をかいて，対応する

部分の長さや角の大きさの関係を調べ

る。 

・相似な図形の性質を確認する。 

・相似比の意味を知る。 

・図形の合同と相似の関係を考える。 

［用語・記号］相似，∽，相似比 

○平面図形の相似の意味と表し方を

理解している。 

○相似な図形の性質を理解してい

る。 

○相似比の意味を理解し，相似比を

求めることができる。 

○合同な図形は，相似な図形で相似

比が 1：1 の特別な場合であること

を理解している。 

○図形をある点を中心に拡大する

方法や拡大してできる図形の特

徴を見いだし，説明することが

できる。【人間関係形成・社会

形成能力】 

○平面図形の相似の意味を考えよ

うとしている。【課題対応能力】 

１ 相似な図形 

（教科書 p.132～134） 

60 

相似の位置にあることの意

味を理解し，ある図形と相似

の位置にある図形をかくこ

とができる。 

・相似の位置にあることの意味を知る。 

・ある図形と相似の位置にある図形をか

く。 

［用語・記号］相似の中心，相似の位置

にある 

○相似の位置にあることの意味を理

解し，ある図形と相似の位置にあ

る図形をかくことができる。 

 

61 

相似な図形の辺の長さを，対

応する辺の比やとなり合う

辺の比が等しいことを使っ

て求めることができる。 

・相似な図形の辺の長さを，対応する辺

の比が等しいことを使って求める。 

・相似な図形の辺の長さを，となり合う

辺の比が等しいことを使って求める。 

○相似な図形の辺の長さを，対応す

る辺の比やとなり合う辺の比が等

しいことを使って求めることがで

きる。 

  

62 

三角形の相似条件を理解す

る。三角形の相似条件を利用

して，2 つの三角形が相似か

どうかを判断することがで

きる。 

・ある三角形と相似な三角形をかくため

には，何がわかればよいかを考える。 

・三角形の相似条件を確認する。 

・2 つの三角形が相似かどうかを，三角形

の相似条件を使って判断する。 

○三角形の相似条件を理解してい

る。 

○三角形の相似条件を利用して，2

つの三角形が相似かどうかを判断

することができる。 

○三角形の相似条件を，三角形の

合同条件をもとにして考え，説

明することができる。 

○三角形の相似条件の意味を考え

ようとしている。 

○三角形の相似条件を学習に生か

そうとしている。 

63 

三角形の相似条件を利用し

て，図形の性質を証明する

ことができる。 

・三角形の相似条件を利用して，図形の

性質を証明する。 

 ○三角形の相似条件を利用して，

図形の性質を証明することがで

きる。 

３ 相似の利用 

（教科書 p.139～141） 
64 

直接には測定できない距離

や高さを，縮図を利用して求

めることができる。 

・直接には測定できない距離や高さを，

縮図を利用して求める。 

 ○相似な図形の性質を具体的な場

面で活用することができる。 

○図形の相似について学んだこと

を生活に生かそうとしている。 
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65 

測定値の誤差の意味を理解

し，真の値の範囲を不等号を

使って表すことができる。ま

た，有効数字の意味を理解

し，測定値を a×10 

n の形に

表すことができる。 

 

 

・測定値の誤差の意味を知り，真の値の

範囲を不等号を使って表す。 

・有効数字の意味を知り，測定値を a×10 

nの形に表す。 

［用語・記号］誤差，有効数字 

○誤差の意味を理解し，真の値の範

囲を不等号を使って表すことがで

きる。 

○有効数字の意味を理解し，測定値

を a×10 

n の形に表すことができ

る。 

  

２ 

平
行
線
と
比 

3 等分できるのはな

ぜ？ 

（教科書 p.143～145） 
66 

あたえられた手順でノート

の罫線が 3 等分できること

を，相似な図形の性質を利用

して確かめることができる。 

三角形と比の定理を証明し，

それを利用して線分の長さ

を求めることができる。 

・あたえられた手順でノートの罫線を 3

等分し，その方法で 3 等分できるわけ

を考える。 

・三角形の 1 辺に平行な直線が，他の 2

辺に交わるときにできる線分の比を調

べ，成り立つ性質を証明する。 

・三角形と比の定理を確認する。 

・三角形と比の定理を利用して，線分の

長さを求める。 

○三角形と比の定理を利用して，線

分の長さを求めることができる。 

○相似な図形の性質を具体的な場

面で活用することができる。 

○三角形と比の定理を証明するこ

とができる。 

○図形の相似について学んだこと

を生活に生かそうとしている。 

○平行線と線分の比についての性

質を見いだそうとしている。 

１ 三角形と比 

（教科書 p.146～148） 

67 

三角形と比の定理の逆を証

明し，それを利用して 2 つの

線分が平行かどうかを判断

することができる。 

・三角形と比の定理の逆が成り立つこと

を証明する。 

・三角形と比の定理の逆を確認する。 

・三角形と比の定理の逆を利用して，2 つ

の線分が平行かどうかを判断する。 

○三角形と比の定理の逆を利用し

て，2 つの線分が平行かどうかを

判断することができる。 

○三角形と比の定理の逆を証明す

ることができる。 

○平行線と線分の比についての性

質を見いだそうとしている 

68 

中点連結定理を見いだし，そ

れを利用して線分の長さを

求めることができる。 

・三角形の各辺の中点を結んでできた線

分には，どんな性質があるかを調べる。 

・中点連結定理を確認する。 

・中点連結定理を利用して，線分の長さ

を求める。 

○中点連結定理を利用して，線分の

長さを求めることができる。 

○中点連結定理を，三角形と比の

定理とその逆をもとにして見い

だし，説明ことができる。 

【学びの足跡】 

小テスト 
69 

自分の身につけている計算 

力を振り返ろう。 

    

【深い学び】 

四角形の各辺の中点を

結んだ図形は？ 

（教科書 p.149～150） 

70 

中点連結定理を利用して，図

形の性質を証明することが

できる。 

・四角形の各辺の中点を結ぶと，どんな

図形になるかを調べる。 

・四角形の各辺の中点を結んでできる四

角形は，平行四辺形であることを証明

する。 

○長方形やひし形，正方形は，平行

四辺形の特別な場合であることを

理解している。 

○平行線と比の定理を利用して，線

分の長さを求めることができる。 

○中点連結定理を利用して，図形

の性質を証明することができ

る。 

○図形の相似について学んだこと

を学習に生かそうとしている。 

○相似な図形の性質を活用した問

題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。【キャリアプ

ランニング能力】 
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２ 平行線と比 

（教科書 p.151～153） 
71 

平行線と比の定理を見いだ

し，それを利用して線分の長

さを求めることができる。平

行線と比の定理を利用して，

図形の性質を証明すること

ができる。 

・平行線に直線が交わるときの線分の長

さの求め方を考え，説明する。 

・平行線と比の定理を確認する。 

・平行線と比の定理を利用して，線分の

長さを求める。 

・平行線と比の定理を利用して，線分の

長さをあたえられた比に分ける。 

・平行線と比の定理を利用して，図形の

性質を証明する。 

○平行線と比の定理を利用して，線

分の長さをあたえられた比に分け

ることができる。 

○平行線と比の定理を，三角形と

比の定理をもとにして見いだ

し，説明することができる。 

○平行線と比の定理を利用して，

図形の性質を証明することがで

きる。 

○平行線と線分の比についての性

質を見いだそうとしている。 

○平行線と比の定理を学習に生か

そうとしている。 

３ 

相
似
な
図
形
の
面
積
と
体
積 

合同な図形はいくつで

きるかな？ 

（教科書 p.155～ｐ

156） 

72 

相似な三角形や多角形、円に

ついて，相似比と面積比の関

係を見いだすことができる。 

・相似比が 1：2 の 2 つの四角形で，大き

い四角形を切って，小さい四角形を 4

つつくることができるかどうかを考え

る。 

・相似な三角形について，相似比と面積

比の関係を調べる。 

・相似な多角形や円について，相似比と

面積比の関係を調べる。 

・相似な平面図形の相似比と面積比の関

係を確認する。 

○相似な平面図形の相似比と面積比

の関係を理解している。 

 

○相似な平面図形の相似比と面積

比の関係を見いだし，説明する

ことができる。 

○相似な多角形の相似比と面積比

を，多角形を三角形に分けて，

対応する三角形の相似比と面積

比をもとにして考察することが

できる。 

○相似な平面図形の相似比と面積

比の関係を考えようとしてい

る。 

 

１ 相似な図形の相似

比と面積比 

（教科書 p.156～158） 

73 

相似な平面図形の相似比と

面積比の関係を利用して，図

形の面積を求めることがで

きる。 

・相似な平面図形の相似比と面積の関係

を利用して，具体的な問題を解決する。 

 ○身のまわりにあるものを図形と

みなして，相似な平面図形の相

似比と面積の関係を利用して問

題を解決することができる。 

○相似な平面図形の相似比と面積

比の関係を生活に生かそうとし

ている。 

２ 相似な立体の表面

積の比や体積比 

（教科書 p.159～161） 

74 

立体の相似の意味を理解し，

相似な立体の相似比と表面

積の比や体積比の関係を見

いだすことができる。相似な

立体の相似比と表面積の比

や体積比の関係を利用して，

立体の表面積や体積を求め

ることができる。 

・立体の相似の意味を知る。 

・相似な立体で，相似比と表面積の比や

体積比の関係について調べる。 

・相似な立体の相似比と表面積の比や体

積比の関係を確認する。 

・相似な立体の相似比と表面積の比や体

積比の関係を利用して，具体的な問題

を解決する。 

○立体の相似の意味及び相似な立体

の相似比と表面積の比や体積比の

関係を理解している。 

○相似な立体の相似比と表面積の

比や体積比の関係を見いだし，

説明することができる。 

○身のまわりにあるものを立体と

みなして，相似な立体の相似比

と体積比の関係を利用して問題

を解決することができる。 

○相似な立体の相似比と表面積の

比や体積比の関係を考えようと

している。 

○相似な立体の相似比と体積比の

関係を生活に生かそうとしてい

る。 

【学びの足跡】 

小テスト 

 

 

75 
自分の身につけている計算 

力を振り返ろう。 
   【自己理解・自己管理能力】 
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6章 円の性質を見つけて証明しよう [円]  

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

円
周
角
の
定
理 

カメラの位置を調べよ

う 

（教科書 p.165～168） 

76 

円周角と中心角の関係を見

いだすことができる。 

・2 点を一定の角度で見込む角の頂点はど

のような図形の上にあるかを調べる。 

・1 つの円で同じ弧に対する円周角の大き

さはどうなるかを調べる。 

［用語・記号］円周角 

 ○円周角と中心角の関係を見いだ

すことができる。 

【人間関係形成・社会形成能力】 

○円周角と中心角の関係を見いだ

そうとしている。【課題対応能

力】 

 

77 

円周角と中心角の関係の意

味を理解し，それが証明でき

ることを知る。 

・１つの弧に対する円周角の大きさが一定

であることの証明について考える。 

・円周角の定理を確認する。 

・円周角の定理を利用して，角の大きさを

求める。 

○円周角と中心角の関係の意味を

理解し，それが証明できること

を知っている。 

○円周角の定理を利用して，角の

大きさを求めることができる。 

○円周角と中心角の関係の証明に

ついて，構想を立てることがで

きる。 

78 

円周角と弧の定理を見いだ

し，それを利用して図形の性

質を証明することができる。 

・円周角と弧の定理を確認する。 

・円周角と弧の定理を利用して，図形の性

質を考察する。 

 ○円周角と弧の定理を利用して，

図形の性質を証明することがで

きる。 

79 

直径と円周角の定理を見い

だし，具体的な場面で活用す

ることができる。 

・直径と円周角の定理を確認する。 

・直径と円周角の定理を利用して，角の大

きさを求める。 

・直径と円周角の定理を具体的な場面で活

用する。 

○直径と円周角の定理を利用し

て，角の大きさを求めることが

できる。 

○直径と円周角の定理を具体的な

場面で活用することができる。 

２ 円周角の定理の逆 

（教科書 p.174～175） 
80 

円周角の定理の逆が成り立

つことを知る。 

・円周角の定理の逆が成り立つかどうかを

調べる。 

・円周角の定理の逆が成り立つことを確認

する。 

・円周角の定理の逆を利用して，4 点が１

つの円周上にあるかどうかを判断した

り，図形の性質を考察したりする。 

○円周角の定理の逆が成り立つこ

とを知っている。 

○円周角の定理の逆を利用して，

4 点が１つの円周上にあるかど

うかを判断することができる。 

○円周角の定理の逆を利用して，

図形の性質を証明することがで

きる。 

１ 円周角の定理の利

用 

（教科書 p.178～181） 

81 

円周角の定理を利用して，円

外の 1 点からの接線を作図

する方法を考えることがで

きる。 

・円外の 1 点からの接線を作図する方法を

考える。 

・円外の 1 点からの接線を作図する。 

○円外の 1 点からの接線の作図方

法を理解し，作図することがで

きる。 

○円外の 1 点からの接線の性質を

理解している。 

○円周角の定理を具体的な場面で

活用することができる。 

○円周角と中心角の関係について

学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

○円周角と中心角を活用した問題

解決の過程を振り返って，検討

しようとしている。 

82 

円周角の定理を利用して，図

形の性質を見いだし，証明す

ることができる。 

・円と交わる直線でできる図形の中に，相

似な図形を見つけ，相似であることを証

明する。 
 

○円周角の定理を利用して，図形

の性質を見いだし，証明するこ

とができる。 
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【深い学び】 

船の位置を見つけよう 

（教科書 p.177） 

83 

円周角の定理の逆を利用し

て，見込む角についての条件

をみたす点の求め方を考え

ることができる。 

・船から望遠鏡で目印を見たときの，2 つ

の目印を見込む角度から，地図上の船の

位置を求める方法を考える。 

 ○円周角の定理の逆を具体的な場

面で活用することができる。 

【キャリアプランニング能力】 

【学びの足跡】 

小テスト 
84 

自分の身につけている計算

力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 

 

7章 三平方の定理を活用しよう [三平方の定理]  

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

三
平
方
の
定
理 

3 つの正方形の面積の

関係は？ 

（教科書 p.185～188） 

85 

直角三角形の各辺を1辺と

する3つの正方形の面積の

間に成り立つ関係を見い

だすことができる。 

・直角三角形の直角をはさむ 2 辺をそれ

ぞれ 1 辺とする正方形を分割して，斜

辺を 1 辺とする正方形に重ねる。 

・方眼を使って直角三角形と各辺を 1 辺

とする 3 つの正方形をかき，それらの

面積の間の関係を調べる。 

 ○直角三角形の各辺を 1 辺とする

3 つの正方形の面積の間に成り

立つ関係を見いだすことができ

る。【人間関係形成・社会形成

能力】 

○三平方の定理を見いだそうとし

ている。【課題対応能力】 

１ 三平方の定理 

（教科書 p.188～189） 
86 

三平方の定理の意味を理

解し，それが証明できるこ

とを知る。 

・直角三角形の 3 辺の長さの間に成り立

つ関係を証明する。 

・三平方の定理を確認する。 

・三平方の定理を利用して，直角三角形

の辺の長さを求める。 

［用語・記号］三平方の定理 

○三平方の定理を利用して，直角三

角形の辺の長さを求めることがで

きる。 

 

○三平方の定理を証明することが

できる。 

２ 三平方の定理の逆 

（教科書 p.190～191） 
87 

三平方の定理の逆が成り

立つことを知る。 

・三平方の定理の逆が成り立つかどうか

を考える。 

・三平方の定理の逆を確認する。 

・三平方の定理の逆を利用して，三角形

が直角三角形であるかどうかを考え

る。 

○三平方の定理の逆を利用して，三

角形が直角三角形であるかどうか

を判断することができる。 

 

２ 

三
平
方
の
定
理
の
利
用 

必要なコードの長さ

は？ 

（教科書 p.193～ｐ

194） 

88 

三平方の定理を利用して，

具体的な場面で求めたい

長さを求める方法を考え

ることができる。 

・地域のモニュメントにイルミネーショ

ンの飾りつけをするのに必要なコード

の長さの求め方を考える。  

 ○三平方の定理を具体的な場面で

活用することができる。 

○三平方の定理について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとし

ている。 



18 

 

１ 三平方の定理の利

用 

（教科書 p.194～200） 

89 

三平方の定理を利用して，

正方形の対角線や正三角

形の高さなどを求めるこ

とができる。 

・三平方の定理を利用して，正方形の対

角線や正三角形の高さなどを求める。 

・特別な直角三角形の 3 辺の比を確認す

る。 

・三平方の定理を利用して，具体的な場

面で求めたい長さを求める。 

○特別な直角三角形を利用して，直

角三角形の辺の長さを求めること

ができる。 

 

90 

三平方の定理を利用して，

平面図形のいろいろな長

さを求めることができる。 

・三平方の定理を利用して，2 点間の距離

や，円と球における線分の長さを求め

る。 

 

91 

三平方の定理を利用して，

空間図形のいろいろな長

さを求めることができる。 

・三平方の定理を利用して，直方体の対

角線の長さや，円錐，角錐の高さを求

める。 

 

２ いろいろな問題 

（教科書 p.203～204） 
92 

三平方の定理を具体的な

場面で活用することがで

きる。 

・直方体に糸をかけるときの最短の長さ

を，展開図に表して，三平方の定理を

利用して求める。 

・長方形の紙を折ってできる図形の線分

の長さを，三平方の定理やこれまでに

学んだ図形の性質を利用して求める。 

・円とその接線でできる図形の線分の長

さを，三平方の定理やこれまでに学ん

だ図形の性質を利用して求める。 

 ○身のまわりの問題を，三平方の

定理を利用して解決することが

できる。 

○三平方の定理について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとし

ている。 

○三平方の定理を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

【深い学び】 

どれくらい遠くから見

えるかな？ 

（教科書 p.201～202） 

93 

身のまわりの問題を，三平

方の定理を利用して解決

することができる。 

・富士山がどれくらい遠くから見えるか

を，地球を球とみてその切り口の円を

考え，三平方の定理を利用して求める。 

 

 

○三平方の定理を具体的な場面で

活用することができる。 

○三平方の定理について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとし

ている。 

【キャリアプランニング能力】 

【学びの足跡】 

小テスト 
94 

自分の身につけている計

算力を振り返ろう。 

   【自己理解・自己管理能力】 
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8章 集団全体の傾向を推測しよう [標本調査]  

 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

標
本
調
査 

どのように調査してい

るのかな？ 

（教科書 p.209～213） 

95 

身のまわりで行われてい

る調査には全数調査と標

本調査があることを知り，

標本調査の必要性と意味

を理解する。 

・中学校で昼休みに流してほしい卒業ソン

グを調査する方法について考える。 

・全数調査，標本調査の意味を知る。 

・標本調査が行われるのはどのような場合

かを考える。 

・母集団，標本の意味を知る。 

［用語・記号］全数調査，標本調査，母集

団，標本 

○全数調査，標本調査の必要性と

意味を理解している。 

○母集団，標本の意味を理解して

いる。 

○標本調査が行われる例について，

全数調査ではなく標本調査が行

われる理由を考え，説明すること

ができる。【人間関係形成・社会

形成能力】 

○標本調査の必要性と意味を考え

ようとしている。【課題対応能

力】 

１ 標本調査 

（教科書 p.213～217） 

96 

標本調査では，標本を無作

為に抽出する必要がある

ことを理解する。 

・母集団の傾向を推測するためには，標本

をどのように取り出せばよいかを考え

る。 

・無作為に抽出することの意味を知る。 

・無作為に抽出する方法を知る。 

［用語・記号］無作為に抽出する 

○標本調査では，標本を無作為に

抽出する必要があることを理

解している。 

○無作為に抽出する方法を理解

し，乱数さいや乱数表，コン

ピュータを使って，標本を無

作為に抽出することができ

る。 

 

97 

簡単な場合について標本

調査を行い，母集団の傾向

を推定し判断することが

できる。 

・ミニトマトの糖度の平均値を，標本調査

を利用して推測する方法を考え，実際に

標本調査を行って推測する。 

 ○簡単な場合について標本調査を

行い，母集団の傾向を推定し判断

することができる。 

○標本調査について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。【キャリアプランニング能

力】 

98 

標本調査を利用して，母集

団における割合を推定し，

求めたい数量を求めるこ

とができる。 

・標本調査を利用して，母集団における割

合を推定し，求めたい数量を求める。 

○標本調査を利用して，母集団に

おける割合を推定し，求めたい

数量を求めることができる。 

 

２ 標本調査の利用 

（教科書 p.218～219） 
99 

標本調査の方法や結果を

批判的に考察したり，調査

の計画を立てたりするこ

とができる。 

・身のまわりで行われた標本調査の方法や

結論について，批判的に考察する。 

・標本調査を実際に行って，母集団の傾向

を推測し判断する。 

 ○標本調査の方法や結果を批判的

に考察したり，調査の計画を立て

たりすることができる。 

○標本調査を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようと

している。 

【学びの足跡】 

小テスト 
100 

    【自己理解・自己管理能力】 

 

教科開き 101 
 

全国学力学習状況調査 102 
自分の力を振り返る 
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学びの確かめ６月 103 
自分の力を振り返る 

学びの確かめ 11 月 104 
自分の力を振り返る 

1 学期期末テスト 105 
自分の力をふり返る 

総合テスト 106 
自分の力を振り返る 

模擬テスト 107 
自分の力を振り返る 

学習強化タイム 108 
既習事項を振り返る 

 

1 章「多項式」 
109 既習事項を振り返る 

110 既習事項を振り返る 

2 章「平方根」 111 
既習事項を振り返る 

3 章「2 次方程式」 
112 既習事項を振り返る 

113 既習事項を振り返る 

4 章「関数𝑦 = 𝑎𝑥2」 
114 既習事項を振り返る 

115 既習事項を振り返る 

5 章「相似な図形」 

116 既習事項を振り返る 

117 既習事項を振り返る 

118 既習事項を振り返る 

6 章「円」 119 
既習事項を振り返る 

7 章「三平方の定理」 
120 

既習事項を振り返る 

121 既習事項を振り返る 

8 章「標本調査」 122 
既習事項を振り返る 

 

※各単元ごとに生徒の実態に合わせて演習 

 1 章「多項式」：2 時間 2 章「平方根」：1 時間 3 章「2 次方程式」：2 時間 4 章「関数𝑦~𝑎𝑥2」：2 時間 5 章「相似な図形」：3 時間  

6 章「円」：1 時間 7 章「三平方の定理」：2 時間 8 章「標本調査」：1 時間                           計 14 時間 


